
5周年記念縄文祭及び縄文WEEK企画運営業務委託 仕様書 

１ 業務名 
5周年記念縄文祭及び縄文WEEK企画運営業務委託 

 

２ 委託期間 
契約締結日の翌日～令和 8年 10 月 30 日 

 

３ 目的 
市民が縄文体験を通して、大湯環状列石や縄文文化に親しみを持ち、学習できる機会として縄文祭

を開催する。また、学術的、文化的な価値を感じさせ、「祭祀遺跡」並びに「特別史跡」にふさわし

い祭りを開催することで、地域住民へ大湯環状列石の本質的価値を伝え、遺跡の保存と活用について

考える機運を高める。 

縄文祭に加え、縄文 WEEK としてシンポジウムや期間中常時提供の縄文体験と合わせて開催するこ

とで、両事業の集客効果や、遺跡の魅力を伝える効果を高める。 

４ 開催概要 

・開催期日：令和 8年 9月 18 日（金）～9月 23日（水/秋分の日） 

・開催時間：期間中 9：00～16：00 を基本とする。 

・開催場所：大湯ストーンサークル館、大湯環状列石 

・古代焼き大会 

市民より土器作品を集めて野焼きし、優秀な作品を選出・表彰する。任意団体、個人からも事前

に作品を募集する。 

・縄文祭及び縄文 WEEK 

 

 9 月 18 日 

 開村式 

【地元小学生交流】 （別紙「令和 8年度 縄文 WEEK 小学生交流概要」を参照） 

内 容：地元小学生を対象とし、石運び、組石づくり、開村式、火起こし、祈りの儀式、土

版づくり、勾玉づくり、閉村式に加え、小学生提案による体験の提供 

9 月 19 日～9月 23 日 

スタンプラリー・企画展など期間中常時開催のコンテンツ 

 9 月 23 日 

【縄文祭本祭】 

内 容：一般市民を対象とし、古代焼き大会表彰式、縄文祭本祭（ステージイベント）、環状

列石上空ガイド（高所作業車搭乗体験）、キッチンカー等出店、縄文体験、シンポジウム 

  別紙「令和 8年度 縄文 WEEK 開催スケジュール」を参照 

 

５ 業務内容 

 (1) 企画構成・進行管理業務 

・23 日の縄文祭に係る式典運営、ステージイベント、全体の内容や会場配置等の構成企画を行う。 

・会場設営（イベントを実施するための音響等機材設置とオペレーターの準備）、当日及び宣伝用

の看板の設置、司会、関係団体との交渉及び確保を行う。 

・環状列石上空ガイド（高所作業車搭乗体験）に必要な業務、一切を行う。（「環状列石上空ガイド

（高所作業車搭乗体験）業務特記仕様書」を参照） 

・スタンプラリー景品 300 人分の作成もしくは発注。 

・まが玉づくり、火起こし等の縄文体験提供に係る人員の確保。 

・発注者と連絡調整のうえ、誘導（駐車場警備を含む）、司会進行、ステージの音響等、イベント

運営に必要な業務を行い、司会への指示を含めた各イベントの開催及び、当日の管理運営、一切

を行う。 

・キッチンカーや物販飲食物出店者との調整及び飲食スペースの設営。 

・イベント実施に際して必要な手続き(各種許可申請など)及びそれらに係る諸費用はすべて受注

者の負担とする。 

・その他、縄文祭運営に必要な業務。 

・期間中のイベントスケジュールは「４ 開催概要」を基本とし、変更がある場合は両者で協議を

行い決定する。 



  

(2)イベント周知業務 

 ・以下の通りポスターやチラシ、SNS 等で、イベント開催についての周知広告を行う。 

   

チラシ   A4 両面カラー 12,000 枚 9 月号鹿角市広報折込みにて全戸配布  

  ポスター  A2 片面カラー 200 枚 配布は発注者が行う 

  WEEK 中配布チラシ A4 両面カラー 800 枚 イベント概要や MAP、スタンプラリー台紙  

 

６ 業務実施体制 
本業務の実施にあたっては、管理責任者を置くとともに、各業務項目に適切な要員を配置し、関係

する団体等と十分な連絡をとり、統括的かつ合理的に行える体制をとるものとする。 

 

７ その他 
本仕様書に記載のない事項、または、疑義が生じた事項については、その都度発注者と受注者が協

議の上決定するものとする。 

 

８ 本件に関する問い合わせ先 
〒018-5421 秋田県鹿角市十和田大湯字万座 45 

鹿角市教育委員会 大湯ストーンサークル館 

℡：0186-37-3822 FAX：0186-30-4303 

E-mail: oyusccenter@city.kazuno.lg.jp 

  

mailto:oyusccenter@city.kazuno.lg.jp


 

別紙 １ 

 

 

◎委託業務に含まれない業務や大湯ストーンサークル館が担う内容、提供できる備品・体験など 

 

１ 古代焼き大会運営業務 
・作品募集 

チラシの配布（教育機関・市所管施設）、土器の保管、土器づくりの講師、HPへの募集窓口設置、

問い合わせ対応など 

 

・野焼き 

野焼き作業全般 

 

・表彰 

選考担当者の選出・依頼、副賞の準備など 

 

2 縄文祭及び縄文 WEEK 運営業務 
・縄文体験・展示など期間中常時開催のコンテンツ（18 日～22 日までのイベント運営） 

 18 日～22 日までの期間中常時開催の体験・展示等コンテンツの企画・運用、補助員の手配は発

注者が行う。 

 

体験用具などが館に備わっている体験： 

火起こし、石運び、木の実食、弓矢、発掘（砂場）、勾玉づくり等館常設体験メニュー 

 

・シンポジウム 

講師の選出や講演依頼、講師謝礼や旅費の支払い 

 

・小学生交流（縄文体験など） 

学校との連絡調整、学生用バスの手配等、上記の縄文体験、一部の司会進行  



別紙 2 

 

令和 8年度 縄文 WEEK 開催スケジュール 

 

 

5月～8月下旬

イベント 実施 18 19 20 21 22 23

カテゴリ 内容 随時 金 土 日 月 火 水

（祝日） （祝日） （祝日）

× 〇 〇 〇 〇 〇

受託者

作品募集 ●

表彰式 ●

スタンプラリー・企画展など
期間中常時開催の

コンテンツ

小学生交流
（縄文体験など）

●

開村式 ●

シンポジウム ●

まが玉づくり ●

火起こし等縄文体験 ●

縄文祭本祭
（ステージイベント）

●

高所作業車
による遺跡見学

●

キッチンカー等
出店

●

縄文祭
及び

縄文WEEK

古代焼き
大会

9月

一般公開

運営・実施 発注者


